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特集● 3町合同企画「観光でつながる “まぼろし ”の左荒線」

白鷹・朝日・大江広域観光推進協議会
第１期活動（３年）のあしあと

▼平成20年度
　○最上川・五百川峡谷シンポジウム開催
　○五百川峡谷踏査（現地視察）
　○３町広域観光パンフレット作成
▼平成21年度
　○モニターツアー試乗会・ガイド研究会
　○３町広域モニターツアー実施
　○まぼろしの左荒線街道ツアー
（10月３日～ 11月15日の週末７回／誘客数56人）
▼平成22年度
　○まぼろしの左荒線街道ツアー

（５月29日～６月13日の週末６回／誘客数45人）
　○民間旅行会社バスツアーへのルート採用

（３社、12回／誘客数595人）
　○３町広域観光パンフレット更新

県
に
よ
る
世
界
遺
産
登
録
運
動

　

山
形
県
を
縦
貫
す
る
最
上
川

の
中
で
も
、
特
異
な
地
形
か
ら

手
つ
か
ず
の
景
観
美
が
残
る

「
五い

百も

川が
わ

峡
谷
」
を
軸
に
、
広

域
的
に
観
光
・
交
流
事
業
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
設
立
さ
れ
た

「
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
広
域
観

光
推
進
協
議
会
」。
平
成
20
年
6

月
の
設
立
当
時
は
、
ち
ょ
う
ど

山
形
県
に
よ
る
「
最
上
川
の
文

化
的
景
観
」
の
世
界
遺
産
登
録

運
動
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た

頃
で
し
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
、

本
協
議
会
で
は
初
年
度
、「
最
上

川
・
五
百
川
峡
谷
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
。
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
で
あ
り
、
身
近
な
観
光
資

源
で
も
あ
る
最
上
川
を
あ
ら
た

め
て
見
直
す
と
と
も
に
、
五
百

川
峡
谷
の
特
異
性
や
す
ば
ら
し

さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

左
荒
線
街
道
ツ
ア
ー
を
開
始

　

翌
21
年
度
、
県
に
よ
る
世
界

遺
産
登
録
の
推
進
事
業
は
中
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

本
協
議
会
で
は
前
年
度
の
活
動

を
踏
ま
え
、
同
年
か
ら
３
町
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
「
ま
ぼ

ろ
し
の
左
荒
線
街
道
ツ
ア
ー
」

を
開
始
（
後
述
）。
あ
わ
せ
て
前

年
度
作
成
し
た
広
域
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
広
く
情

報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

22
年
度
は
こ
の
事
業
を
継
続

し
た
ほ
か
、
積
極
的
な
営
業
活

動
を
展
開
。
そ
の
結
果
、
複
数

の
旅
行
代
理
店
が
「
左
荒
線
街

道
」
を
採
用
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
3
年
間
で
、
県
内
外
か

ら
の
観
光
客
は
着
実
に
増
加
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
協
議
会
の

事
業
期
間
は
当
初
３
年
間
を
予

定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昨
年

度
末
の
総
会
で
事
業
の
継
続
が

検
討
さ
れ
た
結
果
、
新
た
に
3

年
間
、
2
期
目
の
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

荒砥鉄橋（白鷹町） 旧明鏡橋（朝日町） 旧最上橋（大江町）

「選奨土木遺産」とは？… 後世に残すべき土木構造物の保存を目指し、社団法人土木学会が平成12年に創設。県内にあ
る５件のうち、3町でそれそれ１件ずつ橋梁が認定を受けています（平成 23年９月1日現在）

最
上
川
「
五
百
川
峡
谷
」　

　

白
鷹
町
荒
砥
か
ら
朝
日
町
を

通
り
大
江
町
百ど

目め

木き

に
至
る
ま

で
の
約
30
㌔
の
区
間
は
「
五
百

川
峡
谷
」
と
よ
ば
れ
、
最
上
川

の
流
域
の
中
で
も
景
観
の
美
し

い
区
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
岸
は
切
り
立
っ
た
崖
に
阻

ま
れ
て
い
て
、
浅
瀬
や
急
流
部

が
混
在
す
る
舟
運
の
難
所
で
し

た
が
、
江
戸
時
代
の
元
禄
期
に
、

川
底
を
削
る
大
規
模
な
舟
道
開

削
工
事
が
行
わ
れ
る
と
、
以
後

は
舟
運
が
活
発
化
し
ま
し
た
。

　
（社）
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産

　

後
世
に
残
す
べ
き
土
木
構
造

物
の
保
存
を
目
指
し
、
社
団
法

人
「
土
木
学
会
」
が
平
成
12
年

に
創
設
し
た
も
の
で
①
歴
史
文

化
・
社
会
的
価
値
②
土
木
技
術

の
高
さ
③
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活

用
可
能
性
④
土
木
遺
産
の
保
護

―
な
ど
を
評
価
基
準
に
認
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

県
内
で
は
現
在
、
5
件
が
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
３
町

で
は
そ
れ
ぞ
れ
１
件
ず
つ
橋
梁

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。




